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令和６年度 第１回 新潟市男女共同参画推進センター運営委員会 議事概要 

日 時： 令和６年６月２７日（木） 午前１０時～正午

場 所： 新潟市万代市民会館 ３０７・３０８研修室

出席者： 新潟市男女共同参画推進センター運営委員

 石原委員、太田委員、塩沢委員、高橋委員、田鹿委員、多田委員、田中委員

     事務局（男女共同参画課） 

石崎課長、土沼課長補佐、荒井課長補佐、三間主査

     団体

      「Ｉ女性会議新潟県本部」

「劇団あかつき」

「劇団 blue ジーンズ」
「特定非営利活動法人新潟ＮＰＯ協会」

「特定非営利活動法人新潟県消費者協会」

「にいがた女性会議 子どもの人権・子育て支援部会」

１ 開会

２ 男女共同参画課長あいさつ

３ 運営委員・男女共同参画課職員紹介

４ 令和６年度アルザにいがた活動予定について

５ 男女共同参画市民団体協働事業審査

（１）「公開講座『女性と法律』」（Ｉ女性会議新潟県本部）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（塩沢委員） 内容的に問題ないと思う。全ての女性、ＤＶ関係、若年者、高齢者、中高年

シングル女性の問題についてしっかりカバーできる視点がある。具体的に参画

というかたちで行動を起こしているのがいいと思う。

（ 団 体 ） 売春防止法以降、女性を対象とした法律はなかったが、新法が制定された。

赤ちゃんから高齢者まで女性であることが故の課題が対象。市の基本計画に関

わっていくために根本のところをしっかり学習して、年代別の課題を捉えて取

り組んでいきたい。

（２）「寸劇・特殊詐欺被害は女性が多い 座談会に集合！（仮題）」（劇団あかつき）の審

査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（石原委員） 新規申請団体であるが、今回の事業の応募のためにつくられた団体なのか。

（ 団 体 ） アルザの登録団体として 14～15年活動している。女性の生き方からはじま
り、詐欺をテーマにした劇は、アルザフォーラムや地域の茶の間、老人会等で

上演している。

（石原委員） 今回、応募された理由は。
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（ 団 体 ） 対処法を伝えているが、新しく巧妙な手口により、詐欺が減らない。高齢者

へ対処法を伝えていかなければならない。

男性と女性で意識が違う。女性が家庭のことをやればいい、男性が働けばい

いという意識を変えることが目的である。男性と女性の意識の差が特に 65歳
以上で大きい。65歳以上だと女性の方がお金を使う、運用することが多いた
め、女性の方が振り込め詐欺の被害にあう確率が高い。皆さんに疑問を持って

もらうために意識改革が重要である。

（石原委員） 防犯がテーマということであれば、他の分野で申請をしたことはあるのか。

（ 団 体 ） 消費者協会のサポーターであるが、まだ活動はしていない。自主的にアルザ

フォーラムで、特殊詐欺撲滅の劇を行っている。

（田鹿委員） 詐欺撃退を学ぶということだが、警察との連携は考えているか。

（ 団 体 ） 考えていない。自主的にやっている。

（３）「創作劇 女たちのパイレーツオブ日本海２ ～大海原へ！闘う女たちと共に～（仮題）」

（劇団 blue ジーンズ）の審査
（ 団 体 ） 事業概要説明

（塩沢委員） 特殊詐欺のテーマで、なぜ女性の被害者を設定したのか。

（ 団 体 ） 詐欺被害は女性に限らないが、ニュースなどを見ていると、なぜか高齢女性

が多く狙われている。根底には暴力容認社会があると考えている。そういった

ことを演劇の内容に入れていきたい。

（塩沢委員） 女性であるが故にということを絞っている根本的な理由を聞かせてほしい。

（ 団 体 ） 令和 6年 4月に、困難な問題を抱える女性への支援に関する法律が制定され
たこともあり、全ての女性における問題だと思っている。今回は、女性の演者

が詐欺師になってみるという芝居とすることで、なぜ詐欺をするのか、どうい

う心情になるのかという内面を見つめるといったことも考えている。

（塩沢委員） 女性の方が長生きなので、被害に遭うことが多いのは理解できる。それだけ

ではなく、ジェンダーの視点が根深くあると思う。どのような理由で女性被害

者にクローズアップしたのか聞きたかった。

（高橋委員） 昨年、公演を見たが、比較的若い観客が多かった気がする。特殊詐欺の被害

対象になる年代の方は見に来ないのではないかと思うが、効果についてお聞き

したい。

（ 団 体 ） 昨年は 3会場で開催した。劇団のメンバーもそうだが、見に来てくださる方
も段々年齢が上がっている。60代 70代の方もいる。中央区に限らず他の区で
開催することで啓発していきたい。

（塩沢委員） 演者自身がどう変わっていくかも大事なことである。広報手段の演劇だけで

はないということか。

（ 団 体 ） いろいろな場所に出向いて、私たちの演劇を見て少しでも日常にジェンダー

の視点が入ってもらえたらと思う。

（４）「ＮＰＯしゃべり場 つなぎカフェ」（特定非営利活動法人新潟ＮＰＯ協会）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（田中委員） 事前の質問事項の回答の中で、この事業は参加者同士の出会いのきっかけで、

気づきを得て持ち帰ってもらうとあったが、具体的にどのような形で場づくり
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をするのか。

（ 団 体 ） 気づきを深めるために、参加者に話してもらう時間を多くとりたい。アンコ 

ンシャスバイアスについて、講師による講義の後で、参加者同士で話し合うこ

とで、自分で気づいていなかった事柄を伝えていけるような内容にしたい。

（石原委員） 新潟市の協働事業だが、Wi-Fiや駐車場の都合で会場をユニゾンプラザとし
ている。これらについてクリアできていたら、万代市民会館を会場としたか。

（ 団 体 ） Wi-Fiのリース契約の予算を科目変更することが可能であれば、会場費用は
不要となるので、会場を万代市民会館にすることはできなくはない。参加者の

駐車場代については、負担感があると主催者としては懸念している。

（石崎課長） 広報について、具体的にどのようなところにチラシを設置するのか。

（ 団 体 ） 当協会の会員や県内各地にある中間支援組織などの関係団体へチラシを送付

するほか、メルマガでの案内を考えている。

（多田委員） 子どもの不登校にジェンダーがどのようにかかわっているか教えてほしい。

（ 団 体 ） データとして持っているわけではないが、常日頃、いろいろなところで子ど 

もの人権について話す機会があり、LGBTQここラテにいがたとも交流があり
イベントにも参加している中で、自分が持っているセクシャリティと一般的な

人との意識の差により、生きづらさを感じて友達との交流で悩みが生まれて不

登校につながるということはあると思う。

講師の LGBTQここラテにいがたは、小中学校で人権教育の話をしている。

（５）「男性の地域活動参加のきっかけに！スマホサポーター養成講座」（特定非営利活動法人

新潟県消費者協会）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（塩沢委員） 高齢男性のための講座というのが気になる。男性が教える、女性が習うとい

うジェンダーバイアスにつながりかねないのでないか。

（ 団 体 ） スマホサポーター自体は性別を問わない。講座の内容自体は男性限定という

わけではない。他のボランティア講座でも男性の参加が少なく、参加対象を男

性とした方が参加しやすいという声もあった。男性が参加しやすいきっかけと

して今回男性を対象としたが、対象を男女どちらでもというかたちに変更する。

（石原委員） 地域活動参加へのきっかけとするというのはわかるが、デジタル系が弱いの

は高齢女性が多いといわれており、男性の地域活動参加とスマホサポーターの

養成を結びつけてしまうと、消費者協会が意図しない危険性があるのではない

かと思う。

講師旅費の予算が 24,000円となっているが、新幹線を利用するということ
か。

（ 団 体 ） 新幹線と駅からの交通費である。

女性はデジタルに弱いという話があったが、団体の活動を通して、女性の方

がスマートフォンを使いこなしているという印象である。

（石原委員） 男女を問わないスマホサポーター養成講座に変更するということだが、男女

共同参画の視点が弱いように思うが、それについてはどのように考えるか。

（ 団 体 ） スマートフォンなどデジタルツールを活用することで、誰でも地域活動に参

加できる環境づくりにつながると考えている。

（土沼課長補佐） 募集対象は、ある程度スマートフォンの操作に慣れていると自覚している方
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ということか。個人によってレベルが違うと講座を進めるにあたって困るので

は。

（ 団 体 ） 昨年、西区社会福祉協議会で実施した際も、申し込みを QRコードからにし
た。初心者のレベルアップ講座ではないということもチラシに入れる。

（６）「講演会＆意見交換会『困難な問題を抱える女性支援法を知る―現状と課題―』（にいが

た女性会議 子どもの人権・子育て支援部会）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（田中委員） 第 1回が 7月 21日に開催予定で講師も決まっているが、この市民団体協働
事業に採択されなくても実施するのか。

（ 団 体 ） そうである。開催日が迫っているのでチラシを作成中で、チラシに「市民団

体協働事業」と入れるか入れないかである。

（塩沢委員） 2回目のパネルディスカッションのパネラーは確定しているのか。
（ 団 体 ） 母子福祉連合会、女のスペース・にいがた、風俗の女性を支援している風テ

ラス、県の担当課、外国籍の女性を支援している新潟ヘルプの会を今のところ

考えている。

（事務局） オンラインで実施するが、万代市民会館はWi-Fi環境が整っていないため、
自前で準備するということでよいか。

（ 団 体 ） 自前で準備する。

（審議非公開）

５ その他

  （事務局） 次回の運営委員会は 11月頃の開催を予定しているが、あらためて各委員の
日程を調整のうえ案内する。


